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りぶらサポータークラブ 

平成 30 年度総会 
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ごあいさつ 

 

 平成 20年 11月に「岡崎市図書館交流プラザ りぶら」のオープンと共に発足した「りぶらサポー

タークラブ」も 10 年目を迎え「りぶら」と共に成長し、市民協働の先進事例として岡崎市内のみな

らず、市外・県外からも注目され時折視察団体の対応を行う団体となってまいりました。 

「りぶらサポータークラブ」は、りぶらを利用・活用している方々、働いている方々、そして多

くの市民の皆様のサポートをすることを目的に活動しております。 

 

現在、岡崎市との協働事業として「りぶらまつり」・「りぶら講座」・「外国人が日本語の歌を

歌うのど自慢」・「シネマ・ド・りぶら」・「冬のコンサート」等、目立つ活動も行っております

が、日頃より多くのサポーターの皆様の協力を得て「本の清掃」・「書架整理」や「布絵本製作」

等の活動を通じて「図書館サポート」も行っております。 

 

市民と「りぶら」、行政との中間支援団体としての性格も意識して、私共は日頃から「りぶら」

を利用している皆さまからの声を吸い上げ行政と共に解決策を導き出す努力も致しております。 

 

また今年度は新たな試みとして、高校生が主催する「学生が創るイベント」をサポートすると

言った新たな企画にチャレンジ（現在進行中）致します。 

これまでにないアプローチで、若い世代の人々にも気楽に来られる「りぶら」作りへの挑戦です。 

 

私共は今後も日々新たな挑戦と、現在行っている事業の見直し・改善に努め、「りぶら」を市民

にとって、より身近な施設として感じ続けられるようにしていく所存です。 

どうぞご支援のほどをよろしくお願いします。 

 

 

平成 30年 5月 19 日 

りぶらサポータークラブ 

代表 杉浦 仁美 
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第 1号議案 平成 29 年度活動報告 
 

 項目 日程 

運

営 

総会 5/13(土) 10:00-12:00 302 

役員会 必要に応じ開催 

運営委員会 月1回 

事務局 月火木金 13:30-16:30 

懇親会・交流会 
1/29(月) 須賀川市民交流センター準備関係者 101 

3/15(木) サポーター交流会 301 

会員研修 
7/27(金) 18:20-20:20 301・302 

「武田先生と岡崎の未来を考える」講師 武田邦彦 先生  

サポーターマネジメント ボランティア管理、事業のお知らせ発行等 

主

体

事

業 

広報 

情報誌発行 6月・9月・12月・3月 

ＨＰ 随時更新 

りぶらグッズ 随時企画・販売 

図書館 

サポート 

本の清掃  毎月第1・3木曜日10:00-12:00 ボランティア室 

布絵本製作  毎月第2・4木曜日13:30-16:30 ボランティア室 

書架整理 随時 

りぶら講座 前期(4月-7月） 中期(8月-11月） 後期(12月-3月） 

シネマ・ド・りぶら 

4/20 5/24 6/22 8/24 9/21 10/19 12/21 1/18 2/15 

各日木曜日①10:30- ②14:00- ③18:00- 

但し③については6月・8月・１月・２月 

りぶらまつり 

開催日    11/11(土)、12(日) 

説明会    7/22(土)13:30-16:30  103 

実行委員会  7/29(土)13:30-16:30  ホール  

        9/16(土)13:30-16:30  301 

10/22(日)10:00-12:00 301 

反省会     11/25(土)13:30-16:00  103 

ハッピーハロウィンりぶら 10/29(日）10:00-21:00 ホール 

冬のコンサート 12/16(土）10:00-16:00 お堀通り 

外国人が日本語の歌を歌うの

ど自慢大会 

開催日  2/ 4(日)13:00-17:00 ホール･101  

説明会  1/27(土)13:30-16:00 ボランティア室 

参

画 

子ども遊びワークショップ 8/ 5(土）8/6(日)10:00-15:00 ホール 

図書館まつり 8/18(金)～20(日)10:00-21:00 図書館 

すてきないきかたがんがえよう 

With You フェスタ 
10/14(土) 15(日)10:00-17:00 全館 

QURUWA社会実験 
10/28(土)10:00～15:00 プロムナード 

2/24(土)11:00～13:00 プロムナード・館内 

派

遣 

岡崎市図書館交流プラザ運営協議会 

岡崎市図書館交流プラザ自主事業実行委員会 

岡崎市市民協働推進委員会 

岡崎市図書館協議会 
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総会 

日 時：5月 13日(土) 10:00～12:00 

場 所：会議室 302 

参加者：27人 来賓：総合館長 図書館館長 

     

運営委員会  

各事業の協議、会議報告事項、運営委員・行政・市民活動センターからの情報提供と共有。 

日 時：毎月第１火曜日 13:30～15:30 

参加者：運営委員、行政、市民活動センター 

 

懇親会・交流会 

（１）サポーター交流会 

日ごろそれぞれの活動でしか顔を合わせない方々との交流の場となりました。 

日 時：3月 15日(木) 11:30～13:30 

場 所：会議室 301 

参加者：32人 

（２）りぶランチ 

行政・図書館・市民活動で活動する方を対象に、気楽な交流の場として昼食を共にする茶話会

を開催しました。 

  日 時：運営委員会開催日 12:30～13:30 

場 所：りぶら活動コーナー 

 

対外交流 

須賀川市市民交流センター開館準備関係者との交流 

図書館機能、 公民館機能、 子育て支援機能をメインとした交流センター開館準備関係者から、総合

先駆的な事例の視察を受けました。 

日 時：1月 29日(月) 13:30～17:00 

場 所：会議室 101 

参加者：16人(LSC 2人・市行政 4人・りた 1人) 

 

会員研修 

 武田先生と岡崎の未来を考える 

  27 時間テレビで岡崎は発展しないと発言された中部大学の武田邦彦先生をお迎えして、その真

意と岡崎の未来展望についてお話していただきました。 

日 時：10月 27日(金) 18:20～20:20 

場 所：会議室 301 

参加者：87人  



5  

事務局 

 月、火、木、金 13:30～16:30 に開設し、運営の事務全般、各事業のサポート、外部問合せなどへ

の対応を行いました。また会員対象には、7 月・9 月・12 月・3 月に事業案内を郵送。総代会には会

議に合わせ事業案内を持参しています。 

 

サポーターマネージメント 

登録状況 

 29年度 28年度 27年度 26年度 25年度 

活動サポーター 82人 87人  57人  34人  22人  

賛助サポーター 個人 46人 47人  33人  26人  13人  

賛助サポーター 団体 1団体 2団体  2団体 1団体 1団体 

活動・賛助両方登録  35人 33人  24人  22人  19人  

計 
93人 

1団体 

101人  

2団体 

90人  

2団体 

60人  

1団体 

35人  

1団体 

活動状況-全体 

  回数 サポーター 運営委員 ボランティア 合計 

運
営 

総会 1 14 8 0 22 

運営委員会 12 4 116 0 120 

懇親・交流・視察 2 20 11 5 36 

主
体
事
業 

図書館 

サポート 

書架整理 12 141 0 206 347 

本の清掃 22 261 41 79 381 

布絵本製作 22 166 28 7 201 

シネマ・ド・りぶら 9 44 19 0 63 

りぶらまつり 1 12 20 6 38 

 役員会・実行委員会 6 18 41 9 68 

ハッピーハロウィンりぶら 1 0 10 0 10 

 実行委員会 6 0 23 61 84 

冬のコンサート 1 0 8 0 8 

外国人のど自慢大会 1 8 10 12 30 

 説明会 1 4 10 6 20 

参
画 

子ども遊びWS 1 0 8 0 8 

図書館まつり 1 0 2 0 2 

With You !フェスタ 1 8 18 0 26 

QURUWA 2 3 13 0 16 

計  703 386 391 1480 

※ 一般参加を含めた数は各項目ページで表記 

図書館サポート月別集計 

 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 
計 

書架整理 26 34 26 43 37 36 21 13 36 13 32 30 347 

本の清掃 34 14 33 39 28 33 33 36 32 19 38 42 381 

布絵本 19 16 16 16 16 18 19 15 12 21 22 11 201 

計 79 64 75 98 81 87 73 61 76 53 103 83 929 
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広報 

（１）広報誌発行 

 

Libra I on vol.45 6月発行 

P2 「困ったときには図書館へ」開催報告 

P6 りぶら中央図書館情報 

P7 私の一冊 vol.40『街道をゆくシリーズ 濃尾参州記』 ／ 布絵本製作紹介 

P8 「りぶらサポータークラブ」総会報告と今年度活動予定 

 

Libra I on vol.46 9月発行 

P2 10/28開催『 めぐる、QURUWA』   

P5 新任岡崎中央図書館長のご挨拶 

P6 りぶら中央図書館情報 

P7 私の一冊 vol.41『経営とデザインの幸せな関係』 

P8 市民活動団体紹介『岡崎歴史探求班』 

 

Libra I on vol.47 12月発行 

P2 特集 1：「りぶら」の魅力を多くの方に届けたい 市民協働推進課長 草次君子 

P5 特集 2：秋のイベントレポート   

P6 りぶら中央図書館情報 

P7 私の一冊 vol.4『楽園』      

P8 市民活動団体紹介『岡崎歴史探求班』 

 

Libra I on vol.48 3月発行 

P2 特集：「シネマ・ド・りぶら」アンケート集計 

P5 私の一冊 vol.43『女の子が生きていくときに、覚えていてほしいこと』 

P6 りぶら中央図書館情報 

P7 外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会 vol.8 結果発表 

P8 「岡崎歴史探求班」連載2 

（２）HP・Facebook・Twitter 随時更新 

（３）りぶらグッズ 随時販売 

 

図書館サポート 

（１）本の清掃 

毎月第 1、第 3木曜日 10：00～11：30にボランティア室にて開催。第 1木曜

日は、貸し出し本に貼るリサイクルのシールを作る作業。第 3 木曜日は子供図

書館の本約 300 冊を、水で固く絞ったタオルで本の表紙を拭き乾かす作業を行いました。参加す

るボランティアは自由参加で、毎回 15 人前後です。作業の準備や後片付け（タオルの洗濯、ごみ

の持ち帰り）を自主的に分担するなど積極的に行っています。色々な地域の方が集まり交流の場

としても役立っております。 

（２）書架整理 

  著者順、背位置合わせなど、初回に手順をお伝えした後は、随時に行っていただきました。曜

日、時間指定の無いボランティアとして、気楽にやっていたたいています。 

（３）布絵本製作 

毎月第 2・4 木曜日、ボランティア室にて開催。市民活動コーナーのイスの背もたれ部分にカ

バー31枚を製作し、市に寄贈しました。現在は「ひらがな 50音の

布サイコロ」を製作中です。出来上がり次第、託児サポート「り

ぶらっこ☆ふぁみりー」に寄贈予定です。  
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シネマ・ド・りぶら 

ホールと図書館資料の活用を目的に、年間 9 回の映画上映、サロンを行い、上映

会ごとに来場者配布用の「コラム・ド・シネマ」を作成しました。6月・8月に試

験的に行った夜間の上映も好評で、1 月より三回上映を定例化しました。また 8 月

の邦画には字幕・音声ガイドの試みも行い、バリアフリー化にも取り組みました。 

（１）シネマ上映  観客総数 3,317人 

（２）映画サロン  

上映会当日の上映開始前と終了後に、ホールのホワイエにて来場者の交流の場としてのサロン

を開設しました。サロン用のお茶菓子は、利用者のご寄付で賄っています。 

 

 

りぶら講座 

今年度の講師 113 名、年間 185 講座に受講生は延べ 1262 名ご参加がありました。７年の合計は、

延べ講座 1204講座、349名の講師、受講生延べ 9730名にご参加いただきました。 

空き部屋活用として始まった講座ですが、近年では使用率が上がり、講座として提供できる部屋

数が減ってきています。午前・昼間の利用に比べ、夕方夜間の講座数が少ないのは昨年と同様で、

さらなる努力が必要です。 

また、今年度は異常気象による台風・積雪、冬季のインフルエンザによる閉講の対応に追われま

したので、講師・受講者によりよく利用していただくために、次年度の後期講座を

1 ヶ月早め期間を長くし、休講になっても同じ後期内で振替をご提案できるように

改善します。これにより「りぶらまつり」にチラシを置くなど講座案内ができるよ

うになります。 

これからも講師、受講者の方々にご意見を賜り、さらなる改革をし、皆様に愛さ

れるりぶら講座づくりをしていきます。 

  

回 開催日 上映時間 上映作品 観客数 

第56回 4月21日(木) 10:30～ 14:00～ バグダッド・カフェ（再上映） 329 

第57回 5月25日(木) 10:30～ 14:00～ 類猿人ターザン 278 

第58回 6月22日(木) 10:30～ 14:00～ 18:30～ たそがれの維納 324(夜 25) 

第59回 8月 4日(木) 10:30～ 14:00～ 18:30～ あん（レンタル：字幕邦画） 518(夜 75) 

第60回 9月15日(木) 10:30～ 14:00～ 自転車泥棒 357 

第61回 10月27日(木) 10:30～ 14:00～ 荒野の決闘（レンタル）  293 

第62回 12月15日(木) 10:30～ 14:00～ みじかくも美しく燃え 402 

第63回 1月19日(木) 10:30～ 14:00～ 18:30～ バルカン超特急（再上映）  413(夜 26) 

第64回 2月16日(木) 10:30～ 14:00～ 18:30～ 黒いオルフェ 403(夜 24) 
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りぶらまつり 2017 

りぶらで活動する市民団体や、様々な分野で活躍す

る方々が集まり、46 団体、54 催事、フードコート 9 店

舗で賑やかに開催されました。オープニング・エン

ディングでは参加団体がその活動を活かし手話通訳

を、毎年来客が少ないスペースでは団体同士が協力し

改善していく姿も見られるなど、自ら参加・創造し、

学びと交流の二日間となりました。 

日 時：11月 11日(土)・12日(日) 10:00～17:00  

場 所：りぶら全館 

参加者：13,810人(11日 7,162人)・(12日 6,648人) 

  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

ハッピーハロウィンりぶら 

今年度「DayTime」「NightTime」の二部構成で実施しました。「DayTime」では昨年の「仮装コンテ

スト・パレード」「フェイスペイント体験」のほか「特殊メイク体験」「かぼちゃボーリング」「か

ぼちゃたねとばし」「キッズダンス」を実施しました。「Night Time」は高校生以上の入館にして、

「今岡友美 Jazz ライブ」「Manacha(MC)&SEQX による Party Time」など、大人の雰囲気を演出した構成

となりました。 

今年度は学校、市民団体などにも参加していただき、実行委員会を 5回開催。「目玉ゼリー入りドリ

ンク」や「インスタ等映えのするフォトエリア（檻）」など若者ならではのアイデアも多く取り入れ

たイベントとなりました。 

日 時：10月 29日(日) 9:30～15:00 / 16:30～20:00 

場 所：りぶらホール 

 

  

詳細 DATA 

説明会参加者   7/22 15団体 22人 

実行委員会参加者  7/29 32団体 42人 

 9/16 31団体 45人 

10/22 32団体 47人 

反省会       11/25 18団体 21人 

実行委員団体 46団体 

プログラム数  54催事 

FOODCOURT  9 店 

スタンプラリー参加   1,400人 

寄贈景品               4,236点 

おみくじ        366本 

シールラリー 732枚 
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冬のコンサート 

多くの来館者の皆様が、澄んだ大人の歌

声・童心に戻った童謡・若者のはずんだ歌

声を楽しみました。披露していただいた皆

さんも、楽しさがあふれる表情とのびのび

とした歌声、素敵な衣装でお堀通りをクリ

スマスの雰囲気に包んでいただきました。 

日 時：12月 16日(土) 10:00～16:00 

場 所：お堀通り 

参加者：500名 

 

 

 

 

 

外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会 

今回の出演者は 12 組 14 名で、昨年度の課題であった岡崎在住の外国人は増えまし

たが、出身国は 3カ国のアジア系に限られました。出演者を集めること、出身国バラン

スなど難しい課題は多いですが、皆さんの熱唱とパフォーマンスは好評で、審査員も

頭を悩ませての採点となりました。 

日 時：30年 2月 4日(日) 13:00～16:00  場 所：りぶらホール 

 出場者：12組 14人 観覧者：約 200人 

審査員：柏木典子(岡崎音楽家協会代表）／浅井寮子 (リバーシブル編集長） 

陽呼こじま(全国詩曲音楽連盟理事・作詞家)／安藤英彦 (岡崎市社会文化部長） 

杉浦仁美(LSC 代表） 

司 会：大島光子(ラジオパーソナリティ） ゲスト：アンディカ ジャル センバダ(前年度優勝） 

 

 

  

プログラム 

10:00～10:30 童謡 すみれの会                     

「赤鼻のトナカイ」「汽車ポッポ」「朝はどこから」 

10:40～11:10 岡崎市 PTA コーラス連盟合唱団      

「ふるさとの四季」「あなたが」「バーゲン・バーゲン」 

11:20～11:50 アクアコーラス                    

「クリスマスの夜だから」「若い広場」 

13:00～13:30 市民ゴスペルグループ「ワンボイス 」 

「You are holy」「Santaclaus is coming to town」 

13:40～14:10 岡崎城西高等学校コーラス部         

「明日への手紙」「奏」「クリスマスソングメドレー」 

出演者氏名 国籍 予選曲・決勝曲 結果 

マフィル ラガング フィリピン 
I LOVE YOU 

きっと、また逢える 
優勝① 

サモサ オブリケイト バロソ フィリピン 
三日月 

Precious  
審査員賞② 

大野マリア フィリピン 
長い間 

ごめんね 
特別賞③ 

趙 明珠（チョウ メイジュ）  中国 
アブラハムの子 

妖怪体操第一 
入賞 

森口モニカ フィリピン 
青いダイヤモンド 

コーヒールンバ 
入賞 

趙一青（ﾁｮｳｲｯｾｲ） 

趙一鳴（ﾁｮｳｲﾒﾝ）  
中国 

極楽浄土 

残酷な天使のテーゼ 
入賞 

クックウァンクィ ベトナム 未来 参加賞 

チェウ アイン ハウ ベトナム レイニー ブルー 参加賞 

リビン 中国 ハナミズキ 参加賞 

グエン タン フォン ベトナム ルージュ 参加賞 

デパス ミカエラ 
デパス メリーリン 

フィリピン Masayume chasing  参加賞 

尹 琴（イン チン）  中国 硝子のピアス 参加賞 

① 

② ③ 
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子ども遊びワークショップ 

ベーゴマやチャンバラ・ダンボール迷路、大型紙芝、などお武将隊演武となもこどもに戻れそう

な盛りだくさんのイベントで楽しんでいただきました。 

日 時：8月 5日(土)・6 日(日) 10:00～15:00 

場 所：りぶらホール 

主 催：岡崎市 

 

図書館まつり 

読み聞かせ、講演会、ミニコンサート、クイズラリーなどが開催されまし

た。LSCは初日に「本の清掃」をお堀通りで行いました 

日 時：8月 18日(金)～20日(日) 10:00～21:00 

場 所：りぶら館内 

主 催：岡崎図書館まつり実行委員会 

 

すてきないきかたかんがえよう With You!フェスタ  

ダイバーシティ・マネージメントの推進、男女共同参画意識の向上に繋げる

ことを目的に企業、学生、防災、親子で楽しめる体験などのブース、多方面で

活躍する「素敵な女性の話」「男性の 地域活動事例報告」などの催事が全館で

行われました。LSC は岡崎市男女共同参画推進サポーターすいか隊とともに運

営で参加しました。 

日 時：10月 14日(土)・15日(日) 10:00～17:00  

場 所：りぶら全館 

主 催：岡崎市 

 

QURUWA 社会実験 

「りぶら」を含む、岡崎城跡の「総曲輪（そうぐるわ）」内にある公共空間で、暮らしのつくり

手による「やってみたい」、「楽しみたい」が集まる、まちの使いこなし方の社会実験に参加しま

した。 

主 催：岡崎市 乙川リバーフロント推進課 

運 営：NPO法人岡崎まち育てセンター・りた 

場 所：りぶら、プロムナード、籠田公園、連尺通り、乙川河川敷など 

ＬＳＣ担当 

(１）キャンドル作りワークショップ 

日 時：10月 28日(土) 10:00～15:00 

場 所：プロムナード 

参 加：60人 

(２）りぶらクイズラリー 

日 時：2月 24日(土) 11:00～13:00 

場 所：図書館交流プラザ三角コーナー、プロムナード 

参 加：58人 
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第 2号議案 平成 29 年度活動会計報告 

 平成 29 年度 りぶらサポータークラブ 収支決算書（H.29.4.1〜H.30.3.31） 
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第 3号議案 規約改正（案） 
 

(構成と役割)第６条改正 

【現状】 

第６条 本会のサポーターの構成と役割は、以下の通りとする。 

(1)活動サポーター（登録のみ）：本会の事業スタッフとして、積極的に事業に参加する。 

(2)賛助サポーター（年会費）  ：本会の趣旨に賛同し、事業の推進に協力する。 

2. 代表が活動サポーターから運営委員を指名する。 

3. 賛助サポーターは、支援したい事業を選択することができる。 

【改正】第 2項 22条 3項に同様な規定が存在するため削除する。 

第 3項 賛助金は全体の運営を見据えた予算に幅広く使用したいため削除する。 

 

(登録)第７条の改正 

【現状】 

第７条 本会へ登録または登録解除するものは、所定の書式に必要事項を記入し代表に申し出る。 

【改正】  

(登録・更新・退会) 

第７条 本会への入会は所定の書式に必要事項を記入し事務局に提出する。また退会は事務局に

申し出る。 

2. 更新については、事務局より郵送などの手段で確認するものとし、指定した期日までに

返信・連絡があり次第更新とする。 

3. 期日までに何らかの連絡がない場合は退会とする。ただし年度内再度入会を妨げない。 

 

(運営委員会)第 22 条の改正 

【現状】 

第 22 条 会の代表は、この会の運営に必要な事項を協議決定するため、定期的または必要に応

じ運営委員会を開催する。 

2. 運営委員会は、役員を含む運営委員 16 名以内で構成する。 

3. 運営委員は代表が活動サポーターの中から指名する。 

4. 議事は出席者の過半数をもって成立する。 

 

【改正】3. 運営委員は代表がサポーターの中から指名する。 

  

・所定の退会の用紙なく、また、更新書の提出は事務局で受付をしているので条文を修正。 

・更新退会を明確にするため新たに更新、退会の規定を 2項、3項に追加する。 

・代表が指名する時点では広くサポーターから運営委員を募集できるよう「活動」を削除する。 
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第 4号議案 平成 30 年度活動計画（案） 
 

 項目 日程及び内容 

運

営 

総会 5/19(土) 10:00 103 

役員会 必要に応じ開催 

運営委員会 月1回 

事務局 月火木金 13:30-16:30 

懇親会・交流会 随時開催 

会員研修 随時開催 

サポーターマネジメント ボランティア管理、事業のお知らせ発行等 

主

体

事

業 

広報 

情報誌発行 6月・9月・12月・3月 

ＨＰ 随時更新 

りぶらグッズ 随時企画・販売 

図書館 

サポート 

本の清掃  毎月第1・3木曜日10:00-12:00 ボランティア室 

布絵本製作  毎月第2・4木曜日13:30-16:30 ボランティア室 

書架整理 随時 

りぶら講座 前期(4月～7月） 中期(8月～10月） 後期(11月～3月） 

シネマ・ド・りぶら 
4/19 5/17 6/21 8/23 9/20 10/18 12/20 1/17 2/21 

各日木曜日 ①10:30- ②14:00- ③18:30- 

りぶらまつり 

開催日    11/10(土)、11(日) 

説明会    7/14(土)13:30-16:30 103 

実行委員会  7/21(土)10:00-12:00 301  

        9/15(土)13:30-16:30 301 

10/14(日)13:30-16:30 ホール 

反省会     11/17(土)13:30-16:30 101 

冬のコンサート 12/16(日）10:00-16:00 お堀通り  

外国人が日本の歌を歌うのど

自慢大会 

開催日  2/23(土)13:30-17:00 ホール･101  

説明会  2/16(土)10:00-12:00 101 

りぶら未来企画  学生が創るイベント(仮)  8/20(月) 

参

画 

図書館まつり 7/27(金)、28(土) 、29(日) 

子ども遊びワークショップ 8/ 4(土)、 5(日) 

ハッピーハロウィンりぶら 10/20(土) 

すてきないきかたがんがえよう 

With You フェスタ 
10/28(日) 

派

遣 

岡崎市図書館交流プラザ運営協議会 

岡崎市図書館交流プラザ自主事業実行委員会 

岡崎市市民協働推進委員会 

岡崎市図書館協議会 
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第 5号議案 平成 30 年度活動予算（案） 
 平成 30年度 りぶらサポータークラブ 収支予算書（H.30.4.1〜H.31.3.31） 

 

 科目 摘要 予算額 前年度決算額 

収
入
の
部 

繰越金 前年度繰越金 87,106 247,886 

賛助費 賛助サポーター年会費 202,000 202,000 

受託金 岡崎市 3,000,000 6,226,800 

売上金 グッズ販売など 5,000 7,800 

事業収入 託児料など 4,000 3,500 

寄付金 シネマなど 16,000 15,502 

雑収入 利息・のど自慢弁当など 894 24 

合計  3,315,000 6,703,512 

 科目 摘要 予算額 前年度決算額 

支
出
の
部 

運営費 
会議・通信・サポーターマネージメント 

会員研修など 
1,700,000 1,874,893 

事業費 

 

広報 

（情報誌・ＨＰ運営維持・グッズ企画） 
140,000 237,080 

図書館サポート 

 (本の清掃・書架整理・布絵本製作) 
30,000 32,282 

りぶら講座 75,000 70,144 

シネマ・ド・りぶら 400,000 430,949 

りぶらまつり 550,000 601,647 

冬のコンサート 10,000 13,260 

外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会 250,000 248,948 

りぶら未来企画(学生が創るイベント(仮)) 100,000 0 

参画費 単発イベント参加など 10,000 0 

予備費 20,000 0 

次年度繰越金 30,000 87,106 

合計  3,315,000  

収支残高 0  
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資料 1：30年度運営体制 

 

 

運営委員(役員) 
(代 表) 

杉浦 仁美 
会統括 

運営委員(役員) 
(副代表) 

前川 正博 
代表補佐 

運営委員(役員) 
(副代表) 

山田美代子 
代表補佐 

運営委員(役員) 
(事務局長) 

小竹 央朗 
事務統括 

運営委員 石尾 秀子 事業運営 

運営委員 内田のり子 事業運営 

運営委員 片山 美鈴 事業運営・事務局(会計) 

運営委員 出家 和子 事業運営 

運営委員 細井 由起 事業運営・事務局(書記) 

運営委員 湊 百合子 事業運営 

   

顧  問(役員) 三矢 勝司 会運営に関する助言等 

監  査(役員) 内田  明 会計・業務監査 

 

 

岡崎市社会文化部市民協働推進課 行政の立場からの支援 

市民活動センター 事務局不在時の業務支援など 
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資料2：りぶらサポータークラブ 会則 

[第１章 総則]  

(名称)  

第１条 この会は、「りぶらサポータークラブ」( 以下「本会」) という。 

(所在)  

第２条 本会は、岡崎市図書館交流プラザ ( 愛称:Libra( りぶら )、以下 Libra) に置く。 

(目的)  

第３条 本会は、Libraとの協働を通じて、新しい市民協働の理念を模索しながら、市民相互の交流の活

性化と、岡崎市全体の生涯学習の発展に寄与することを目的とする。 

(事業)  

第４条 本会は、第3条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 会の目的達成に必要な調査・研究活動 

(2) 会の目的達成に必要な事業の企画・運営 

(3) 会の目的達成に必要な人材および活動の育成 

(4) 会の目的達成に必要な広報と情報提供 

(5) Libraに関わる個人及び市民活動団体・企業と行政との交流と事業連携 

(6) Libraにおける行政業務の支援および提言・評価 

(7) その他、会の目的達成に必要な活動 

2. 前項の事業の企画・決定に際しては、行政担当課との協働を基本とする。 

[第２章 サポーター] 

(サポーター) 

第５条 本会は、目的に賛同する個人及び団体により組織する。 

2．本会の目的に賛同したものは、だれでもサポーターとして登録することができる。 

(構成と役割) 

第６条 本会のサポーターの構成と役割は、以下の通りとする。 

(1) 活動サポーター（登録のみ）：本会の事業スタッフとして、積極的に事業に参加する。 

(2) 賛助サポーター（年会費）  ：本会の趣旨に賛同し、事業の推進に協力する。 

(登録・更新・退会) 

第７条 本会への入会は所定の書式に必要事項を記入し事務局に提出する。また退会は事務局に申し出

る。 

2. 更新については、事務局より郵送などの手段で確認するものとし、指定した期日までに返信・

連絡があり次第更新とする。 

3. 期日までに何らかの連絡がない場合は退会とする。ただし年度内再度入会を妨げない。 

(会費・寄付金) 

第８条 本会の賛助サポーター会費は、以下の通りとする。 

(1) 個人:年度更新  １口： 2,000円（１口以上） 

(2) 法人:年度更新  １口：10,000円（１口以上） 

2. 納入された会費は、返却しないものとする。 

3. 寄付金は随時受け付ける。 

[第３章 役員]  

(役員)  

第９条 本会を運営するため、次の役員を置く。 
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(1) 代表 1 名   (2) 副代表 2 名以内  (3) 事務局長 1 名  (4) 書記 1 名 

(5) 会計 1 名   (6) 監査  1 名    (7) 顧問必要に応じて設置する 

2. 書記と会計は、副代表および事務局長が兼ねることができる。 

(役員の承認) 

第10条 役員は、運営委員会で選出し総会において承認する。 

2. 役職は、役員の互選とする。 

3. 監査は、運営委員を兼ねてはならない。 

(役員の職務) 

第11条 役員の職務は次のとおりとする。 

(1) 代表は、この会を代表し、会務を総理する。 

(2) 副代表は代表を補佐し、代表に事故のあるとき、または代表が欠けたときはその職務を 

代行する。 

(3) 事務局長は、この会の庶務を統括する。 

(4) 書記は、この会の会議を記録し、必要な資料を作成する。 

(5) 会計は、この会の会計事務を処理する。 

(6) 監査は、この会の事業および会計について監査する。 

(7) 顧問は、この会の運営や事業への助言をする。 

(手当） 

第12条 運営に必要な手当は、運営委員会の議決を経て、代表が別に定める。 

(役員の任期) 

第13条 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 

2. 役員が任期途中で退任した場合は、その職務を他の役員が代行する。 

3. 退任役員の任期内の後任は、役員会において速やかに選出しなければならない。 

(役員の解任) 

第14条 役員が、次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決により解任することができる。こ

の場合、その役員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 

(1) 心身の都合で、職務を続けることができないと認められるとき。 

(2) 職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくない行為があると認められるとき。 

(事務局) 

第15条 本会の事務局は、Libra の市民活動総合支援センター内に置く。 

[第４章 会議]  

(会議)  

第16条 本会の会議は、総会および役員会・運営委員会とする。必要に応じ事業会議を開催する。 

(総会)   

第17条 総会は定期総会および臨時総会とし、定期総会は年1回、臨時総会は必要に応じ代表が召集する。 

2. 総会は、代表が指名したサポーターが議長となり、次の事項を審議決定する。 

(1) 活動計画と収支予算に関すること  (2) 活動報告と収支報告に関すること 

(3) 会則の改廃に関すること      (4) 役員の選任に関すること 

(5) 会費に関すること         (6) その他、会の重要事項 

3. 前項の第1号及び第3号については、行政担当課職員との協議を経なければならない。 

(総会の通知) 

第18条 総会を招集するときは、総会の日時、場所、目的および審議事項を記載した書面等により、少
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なくとも14日前までに通知しなければならない。 

(総会の成立) 

第19条 総会は、サポーターの2分の1以上の出席をもって成立するものとする。ただし、委任状をもっ

て出席とすることができる。 

(総会の議決) 

第20条 総会における議決事項は、第17条・第2項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。ただ

し、サポーターからの緊急動議を認める。 

2. 総会の議事は、出席したサポーターの過半数をもって決める。可否が同じ数のときは議長が議

決する。ただし、会則の改定については出席者の3分の2以上をもって議決する。 

(役員会) 

第21条 会の代表は、この会の運営に必要な事項を協議するため、定期的または必要に応じて役員会を

開催する。 

2. 役員会は、役員で構成し、代表は必要に応じてサポーターを出席させることができる。 

(運営委員会) 

第22条 会の代表は、この会の運営に必要な事項を協議決定するため、定期的または必要に応じて運営

委員会を開催する。 

2. 運営委員会は、役員を含む運営委員16名以内で構成する。 

3. 運営委員は代表がサポーターの中から指名する。 

4. 議事は出席者の過半数をもって成立する。 

(事業） 

第23条 本会は、この会の目的達成に必要な各種の事業を設けるものとする。 

2. 事業の設置に関して必要な事項は、運営委員会の協議によって別に定める。 

3. 事業は必要に応じて随時実施し、その活動内容を運営委員会に報告する義務を負う。 

[第５章 会計]  

(経費)  

第24条 本会の運営に係る経費は、賛助会費・寄付金・助成金およびその他の収入をもって充てる。 

2. 事業に必要な経費として、必要に応じて参加費を徴収することができる。 

(会計年度) 

第25条 本会の会計年度は、4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。 

[第６章 雑則]  

(細則)  

第26条 この会則の施行について必要な細則は、役員会において定める。  

附則 この会則は、平成20年11月8日から施行する。 

2. 初年度の会計は、施行日から平成21年3月31日までとする。 

3. 会則改正は平成25年5月25日より施行する。 

4. 会則改正は平成27年5月24日より施行する。 

5. 会則改正は平成28年5月14日より施行する。 

6. 会則改正は平成30年5月19日より施行する。  
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資料 3：りぶらサポータークラブのあゆみ 

 

平成 16年 市民検討ワークショップ開始 

平成 17年 市民サポーターによる「部会」活動開始 

平成 18年 「まち育てセンター・りた」によるサポーター支援会議（通称：SSC）の組織化。 

平成 19年 「部会」活動から、より具体的な活動ごとに集まる「プロジェクト」に移行。 

平成 20年度 

(2008) 

・11 月 8 日「プロジェクト」メンバーを主体に、総会を開催し、「りぶらサポー

タークラブ」設立。代表に 山田美代子 就任 

・同日「りぶらフォーラム・幻燈会～ Libra ができるまで～」を開催。 

・２月りぶらフォーラム～りぶらの夢を確かめ、ふくらまそう！～開催。 

平成 21年度 

(2009) 

・「広報」「交流」「研究」「施設活用」「活動育成」に分類したプロジェクト

を実施。 

・ホームページを開設 

・情報誌を制作。(年 6回発行) 

・「シネマ・ド・りぶら」の映画上映会を開始。 

・２月りぶらまつり開催 

平成 22年度 

(2010) 

・「広報」「図書館」「活動支援」「文化創造」「交流」に分類した事業を実

施。「りぶらっこ☆ふぁみりー」など、いくつかのプロジェクトが自立。 

・会員研修として「ボランティアマネージャー養成講座」などに参加。 

・生涯学習複合施設の活用法などを学ぶ講座の開催を、生涯学習課より受託。 

・「図書館交流プラザ運営協議会」「図書館交流プラザ自主事業実行委員会」

「第 2 次岡崎市生涯学習推進計画策定委員会」参画。 

・11月「りぶらまつり」を開館月 11月に変更。 

・12月 “Librahack” 事件を受け、フォーラム「ネット時代の情報拠点としての

図書館─ “Librahack” 事件から考える─」を開催。 

・２月「外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会 vol.1」を開催。 

平成 23年度 

(2011) 

 

・「りぶらフォーラム」と「りぶらまつり」を「まち育てセンター・りた」への

委託から、りぶらサポータークラブ主体の事業として運営。 

・「七夕飾り」「こども遊びワークショップ」「愛知環境絵本まつり」に参画。 

平成 24年度 

(2012) 

・「はじめましてサロン」「りぶら講座」「書架整理」「本の清掃」を開始。 

・「シネマ・ド・りぶら」の上映会を午前と午後の 2回に増やす。 

・「図書館協議会」に参画。（公募任期 2 年） 

平成 25年度 

(2013) 

・「狂言勉強会・鑑賞会」「『狂言』調べる学習会」を開催。 

平成 26年度 

(2014) 

・中央図書館との共催で、映画『じんじん』を有料上映。 

平成 27年度 

(2015) 

・代表に 杉浦仁美 就任。 

・市民対話集会で岡崎市長と対話。 

平成 28年度 

(2016) 

・困ったときには図書館へ連続６回講座開催(新世紀チャレンジ 100 事業) 

・９月 WithYou フェスタ～すてきな生き方考えよう～開催協力。 

・10月ハッピーハロウィンりぶら開催。 

・「図書館協議会」に社会教育関係者として参画。 

平成 28年度 

(2017) 

・7月 武田邦彦氏を招いて「武田先生と岡崎の未来を考える会」開催。 

・「ハッピーハロウィンりぶら」を DayTime NightTime にして開催。 
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＝＝設立趣意＝＝ 

 

私たちは、岡崎市図書館交流プラザ(愛称Ｌｉｂｒａ（りぶら)、以下Ｌｉｂｒａ)の開館に向けて、

平成16・17年度に行われた設計・運営に関する市民検討ワークショップに参加してきました。その

中で、「Ｌｉｂｒａを市民の力より良い施設とするため【りぶらサポーター】として活動しよう!」

という気運が盛り上がり、平成18年度より、りぶらサポーター活動を発足させました。そして、Ｌ

ｉｂｒａを活用するときに必要と思われることを考えながら、私たち市民の自発的かつ多面的なサ

ポーター活動の実践を行ってきました。  

 その活動の中から、「Ｌｉｂｒａ」は単なる施設の名称ではなく、「岡崎市全体の生涯学習の象

徴」であることが共有されました。そして、市民がその運営に積極的に参画する仕組みを継続的に

確保する必要性があることに気づかされました。    

 Ｌｉｂｒａが目指すところは「市民が気軽に訪れて楽しく利用することができる施設」、「交流

や周辺地域の賑わいを生み出す施設」、「図書館を核とした生涯学習施設」です。それを真に実現

するためには、これまでのように運営を行政まかせにするのではなく、私たち市民が積極的に提

言・評価をすることが必要です。また、市内全体の生涯学習や市民活動の連携や協働を、市民が主

体となって進めていくことが重要です。  

 Ｌｉｂｒａを中心に、岡崎市全体の文化向上、市民相互の交流および地域の活性化、生涯学習の

発展を進めるためには、以下の認識を共有しなければなりません。  

・市民自らが施設の運営に参画する重要性  

・既に協働関係にある各市民団体やプロジェクト活動を市民参画の仕組みとして継続させる必要性  

・市民、教育機関、企業、事業者、行政が連携・協働のもとに、それぞれの役割と責任を担うとい

う「新しい公共」の発想の下、岡崎市全体の市民活動・生涯学習を統合する市民組織の必要性  

・自らが住む地域への主体的な参加意識の重要性    

 ここにおいて私たちは、Ｌｉｂｒａの運営と事業への市民参画の観点から、多様な市民活動を支

援し、連携・協働を進めるために積極的な役割を果たすことが必要と考えました。そして、Libraを

より魅力的な施設にするための活動を通じて、民・学・産・官の連携・協働を進めるために積極的

な役割を果たすという「新しい公共」の理念を社会に浸透させ、市民相互の交流の活性化と、岡崎

市全体の文化向上および生涯学習の発展に寄与することを目的に、行政から自立しかつ対等な関係

を保ちながら協働する市民活動団体として、「りぶらサポータークラブ」を設立することとします。  

平成20年5月31日 設立発起人 りぶらサポーター支援会議 

  

【Lｉｂｒａ】  

市民ワークショップ中で市民が決めた図書館交流プラザの愛称。【Liberty】＋【Library】の造語。 

 ●Liberty(リバティ)・・・・・(自ら勝ち取った)自由。⇔ (Freedom・・与えられた自由) 

 ●Library(ライブラリー)・・・図書館、図書室、(個人の)書庫、書斎、読書室、蔵書、   

 さらに【Libra】そのものにもラテン語で天秤を意味を持っています。  
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